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極限，数列の和

各項が正の数である数列 {an} がある．数列 {an} の初項から第 n 項まで

の和 Sn が，定数 p を用いて Sn = pn2 + n で表されるとする．また，

lim
n→∞

Sn

(3n− 1)(2n+ 3)
= 1

3

とする．

(1) p の値を求めよ．また，数列 {an} の一般項を求めよ．
(2) bn = 1√

an +
√
an+1

とおくとき，数列 {bn} の初項から第 n 項までの和

Tn を求めよ．
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【答】

(1) p = 2，an = 4n− 1 (n ≧ 1)

(2) Tn = 1
4
(
√
4n+ 3−

√
3)

【解答】

(1) Sn = pn2 + n のとき

lim
n→∞

Sn

(3n− 1)(2n+ 3)
= lim

n→∞

p+ 1
n(

3− 1
n

)(
2 + 3

n

) =
p
6

であるから， lim
n→∞

Sn

(3n− 1)(2n+ 3)
= 1

3
のとき

p
6

= 1
3

∴ p = 2 ……（答）

である．このとき，Sn = 2n2 + n であり，n ≧ 2 のとき

an = Sn − Sn−1 = (2n2 + n)− {2(n− 1)2 + (n− 1)}

= (2n2 + n)− (2n2 − 3n+ 1)

= 4n− 1 …… 1⃝

である．a1 = S1 = 3 であり， 1⃝にまとめることができる．よって
an = 4n − 1 (n ≧ 1) ……（答）

である．

(2) bn = 1√
an +

√
an+1

=

√
an+1 −

√
an

an+1 − an
= 1

4
(
√
an+1 −

√
an)

となるから

Tn =
n∑

k=1

bk = 1
4

n∑
k=1

(
√
ak+1 −

√
ak) =

1
4
(
√
an+1 −

√
a1)

= 1
4
(
√
4n + 3 −

√
3) ……（答）

である．


